褥瘡対策委員会　議事録
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議事録
＜連絡事項＞

· 集計表：東病棟は5月・6月・7月分入力されていない。

· 危険因子：北病棟「0」で良いので入力をする。東病棟7月分入力しておく。

· 身体拘束：病院2名（勝田ヒモエ様・畑中成夫様）実施中。褥瘡発生しないよう注意して観察していく。

· 南病棟：助川幸雄様…現在褥瘡発生ないものの危険な状態。点滴になることで発生リスク高まる事考えられる。状態観察要する。

＜褥瘡発生者の報告＞

・東病棟…なし

・西病棟…なし

・南病棟…なし

・北病棟…なし

・南寿　…なし

・南山苑…4名　（１名治癒・２名改善・１名悪化）

　　

【8/4南山苑ラウンド結果】

· 小野寺やゑ様：治癒

· 長根タキ様：15点→10点（改善）

· 河村ハツ様：6点→5点（改善）

· 吉田ルエ様：19点→20点（悪化）

· 吉田ルエ様…処置法変えた事により悪化。瘡部の色も悪く、膿もドロドロしている。臭いも強い。ポケットにガーゼ詰める事により、ポケットが広がっていく事が考えられる。現在、瘡部にガーゼを詰め、ゲーベンで蓋をしている状態。膿の状態も酷い事から、蓋は必要ないのではないか…との意見が委員より聞かれた。栄養状態も更に悪化しており、ほとんど経口摂取出来ていない（咽込み強い）。点滴施行している。今後経管栄養へ移行していけるよう進めている。経管栄養となり、栄養状態が改善される事で、褥瘡を改善傾向へと導いていけるのではないかと考えられる。現在は、体位変換のみでの対応をしているが、瘡部の状態悪い為、治癒した小野寺やゑ様に使用しているエアーマットを吉田様に使用していく。

· 2名の改善が見られている。小枕の使い方を南山苑作業療法士より指導を受け実施した。成果があがっている。

＜褥瘡についての勉強＞

・9月になるので、各病棟の委員は勉強会の準備にとりかかって下さい。

＊次回委員会開催日：9月2日(水)　15：30～になります。







